
静岡の防火対策の歴史と駒形通り

田中 傑

（旧）静岡市中心部における火災の歴史

静岡大火とその復興

戦災復興と防火のためのまちづくり
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（財）大日本防空協会編（1940）、
静岡大火災（昭和15年1月15日） 調査報告書 4

静岡大火（1940）

三番町小学校
（現、番町小学校）



火元は厩（うまや）
→そこに隣家の煙突の火の
粉が落ち、小学校に延焼

静岡三番町尋常・高等小学校
昭和十年三月 卒業記念

（財）大日本防空協会編（1940）、
静岡大火災（昭和15年1月15日） 調査報告書
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静岡大火（1940）
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出火点（炎マーク）と焼失範囲
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（財）大日本防空協会編（1940）、
静岡大火災（昭和15年1月15日） 調査報告書

静岡大火（1940）では「明治から大正初期（50年弱）にかけ
ての焼失エリア」より広い範囲が焼失（=都市化の進展も要因）

8
（財）大日本防空協会編（1940）、
静岡大火災（昭和15年1月15日） 調査報告書



戦中期の防火対策
実物大火災実験の一覧
東大第1回：1933年8月「約10坪の粗末なバラツク建」に石油で。
東大第2回：1934年8月「木造平屋2戸建17.5坪のものと、1戸建て

10.5坪のもの」を「間隔を3米置きに並べ」、蝋燭で。
東大第3回：1938年5月と6月「月島の埋立地に建築し、付近の建物

に依る風の影響のない、全く吹き曝しの下に」「木造
瓦葺大壁造の2階建」2棟を「約250米の間隔で」設置
し、小型・中型エレクトロン焼夷弾で。
「1階から出火した場合に於ては火の廻り早く、点火後

25乃至30分で大体最高温度に達し、41分30秒で1階
軸組が崩壊」

内田祥文（1942）、建築と火災
東大第2回 東大第3回

静岡大火の時代背景



戦中期の防火対策
実物大火災実験の一覧
東大第3回（続）

「2階から出火した場合には最高温度に達する迄に40分
乃至50分の程度、1階軸組の崩壊迄に61分を要」する

大阪市：1940年1月（鉄筋コンクリート造のビル）
名古屋市：1940年4月（防火改修後の木造家屋）
東京市：1940年8月（防火改修後の木造家屋）
札幌市、室蘭市：1940年10月（防火改修後の木造家屋）
川崎市：1940年11月（防火改修後の木造家屋）

東大第3回以降の実験は、いずれも焼夷弾（焼夷筒）で着火=時代

小林康隆（1940）、防火改修家屋の火災実験に就て

川崎市

静岡大火の時代背景



1940年1月15日白昼
強風下で出火

全焼
住 宅：6,160棟
非住宅：1,211棟

半焼
住 宅：98棟
非住宅：37棟

罹災人口
27,000人超

（1940年10月1日の市域人口212,198の
12.7%が罹災→函館は63%）

内田文庫
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静岡大火（1940）



12
（財）大日本防空協会編（1940）、
静岡大火災（昭和15年1月15日） 調査報告書



静岡大火（1940）

旧制静岡高等学校の教授、
金原寿郎による調査
→延焼中の現地調査

+鎮火後のアンケート

延焼状況図の作成や着火、
燃焼のメカニズム、
焼け止まりの要因など





静岡大火（1940）

順風方向、逆風方向、横風方向の
それぞれの延焼速度を調査と実験
から把握。



静岡大火（1940）

「紙片、木片が最も多い
杉皮という答えが
最も多いのは予想外」

→これ以降、杉皮
（瓦屋根の下に敷く）
を避ける動きに。



静岡大火（1940）



静岡大火（1940）



静岡大火（1940）



燃えないはずの耐火建築物（松坂屋）が、なぜ燃えた？

それも、幅員27mの御幸通りを火がまたいだ？
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静岡大火（1940）



建築と社会1940.3
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静岡大火（1940）
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静岡大火（1940）



相馬基編（1940）、静岡市大火画報、東京日日新聞社グラビア
ページ
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静岡大火（1940）



1940.1.24 内務省計画
局中沢第二技術課長来校

焼跡地ニ就テハ防火道路、防火緑地其ノ他一般道路ノ拡築増設、緑地

ノ新設等アルベキニヨリ之ヲ全部地主ニ持タストセバ土地ノ

提供ハ少クトモ20%ヲ越ユベク30%ニモ及ブベシ、果シテ可能ナルヤ、

潰地補償ヲ為ストセバ法律問題トナリ間ニ合ハザルベシ、故ニ区画
整理ノ外ニ別ニ防火道路、防火緑地等ノ都市計画事業ヲ起シ買収ノ

方法ニヨル外ナカルベシ、

斯クスルモノトシテ区画整理ヲ数個ノ地区ニ分ツモノトセバ其ノ各地
区ニ付宅地ノ＊減リヲ公平ナラシムル技術（、）非常ニ困難ナルベシ、
東京ノ例デ＊レバ今回ノ焼跡地ヲ一地区トシテ取リ扱ヒテモ東京ノ時
ノ一地区ノ二倍位ノモノナル故寧ロ地区ニ分ケズ一地区トシテ施行ス
ルヲ可トセン、宅地潰地ニ対スル地主ノ負担ハ15%位トスルガ適当ナラ
ンカ。

都市計画事業ハ市ニ対シ県ガ1/2補助シ其ノ1/2即チ全
体ノ1/4ヲ国ノ補助トシ市ガ1/2、県ガ1/4、国ガ1/4位トスルガ

内田文庫

∴土地区画整理事業と
道路事業の合併施行

24

静岡大火（1940）



内田文庫

。仮ニ罹災戸数ノ2割ガ転出スルモノトシ

テモ1000戸トナリテ1小学校近
隣単位ヲ形成スルコトトナル、近郊

交通便利ナ所、従来アル電車ヲ利用シテ
更ニ引込線デモ造リテ一層便利ニスルヲ

可トセンガ＊＊適当ナル地ヲ相シテ住
宅地ノ計画ヲ進メラレタシ、但シコ

レヲ区画整理ト組ミ合セテ換地ヲ郊外ニ

スルコトハ可ナリノ面倒ヲ生ズルベ

ケレバ、ソコ迄行カズトモ希望者ヲ
導クニ足ル施設ヲ為スコトト
シテ自由意志ニヨリテ一部ノ人ガ

行クコトトシテモ可ナラン、斯クスレバ
焼失地以外ノ人ノ中ニモ移行ヲ希望スル
モノモ出テ来ルモノルルベシ。
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静岡県公報

静岡県告示第423号（1940.5.2)
「静岡市復興土地区画整理施行規程」が認可
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静岡大火（1940）



建築雑誌1940.5に加筆

道路、公園、学校用地を確保・拡張するため、
土地の所有者・借地権者が少しずつ土地を出し合う

正方形の街区
→二つに分割

青葉通りの開削

寺院跡を公園に
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静岡大火（1940）



土地の

道路、公園、学校用地を確保・拡張するため、
土地の所有者・借地権者が少しずつ土地を出し合う

文

文

既存の小学校に小公園を付設。

文 復
興
小
公
園
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静岡大火（1940）



建築世界1940.4

中の店（魚問屋その

他）

・町を道路や公園で区分
→通風・採光（衛生）の改

善、
延焼の遮断

→建築物の大規模化 29

静岡大火（1940）



実効性=疑問
…

相馬基編（1940）、静岡市大火画報、東京日日新聞社グラビア
ページ
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静岡大火（1940）



本建築状況：静岡市作成（内田文庫）

従来通り、
「バラック（粗末な仮の小
屋）
→換地計画→曵家→本建築」
という流れ
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静岡大火（1940）



静岡市作成（内田文庫）

『バラツクを本建築に改修指導要領』（時期

不詳）

・資源節約
なるべく解体しない
他所への移転改修も考

慮
・構造、防火
・衛生
基礎かさ上げ、採光改

善

→東京でのバラック認定
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静岡大火（1940）



7m→建築線で8.18m→区画整理で11m
静岡市撮影（内田文庫）
Google Street View
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静岡大火（1940）



静岡市撮影（内田文庫） （ふしみや）

中の店（魚問屋その

他）
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静岡大火（1940）



静岡市作成（内田文庫）

『呉服町通り壁面位置指定建築
基準案』（策定時期不明）

・1F軒高を12尺
・2F梁を張り出して庇に
・2F/3Fの窓台のラインを統

一
・街路灯、看板、日除けを統

一…
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静岡大火（1940）



静岡市作成（内田文庫）

『壁面位置指定ニ依ル建築基準計画図』
（1941.6）

道路は8.18mから11mに拡
幅
・車道：6m
・歩道：2.5m×2

沿道商店の壁面後退
・「私設歩道」：2m×2

15mを確保

もちろん、延焼遮断が念
頭
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静岡市作成（内田文庫）

道路に対する断面の検討（時期不明）

・看板建築：「不可」、陸屋根タイプ：「稍可」
→「雨仕舞を良くする」、「物資節約」
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静岡大火（1940）



資源不足の時代=防火性の低い木造アーケード
静岡市撮影（内田文庫）
Google Street View 38

静岡大火（1940）



静岡市撮影（内田文庫）

資源不足の時代=防火性の低い木造アーケード
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静岡大火（1940）



静岡市撮影（内田文
庫）
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静岡大火（1940）



両替町通りも
6mから11mに
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静岡大火（1940）



出典：静岡商工会議所編（1951）、静岡市商工要覧 昭和26年版

静岡大火:40万坪
→静岡の戦災焼失区域:230万坪

その再建過程と防火建築帯の形成を概観

Googleの3D写真によれば、1949年竣工の県営第二アパートから撮影
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静岡大火（1940）以上の被害をもたらした戦災



静岡市教育研究所編（1956）、しずおか
（社会科・副読本）
→「住みよい静岡」の章
作文『道』と解説
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静岡市教育研究所編（1956）、しずおか
（社会科・副読本）
→「住みよい静岡」の章
作文『道』と解説

44



公営住宅建設による防火帯構想

1948-1951年
公営住宅による防火帯

1950年
防火帯構想の修正

1952年
耐火建築促進法←直接的には同年の鳥取大火

1956年〜
中心市街地における
防火建築帯の造成

45



公営住宅建設による防火帯構想

46

左が当初の街区設計図、
右が換地設計変更認可申請に添付された街区設計図
→防火帯としての市営住宅は、戦災復興区画整理と並行して建設



四番町アパート

住吉町アパート

三番町第二アパート

羽衣第一アパート

枢要部

（大火復興
=1940年）

公営住宅建設による防火帯構想
1948-1951年

区画整理事業の進捗に先行して建設

各時代の事業が積層→戦災復興

戦後の住宅難 = 
不燃建築による公的住宅供給
→民間に先んじる

ただし、予定の棟数（30数棟）
には及ばず
→民間の活発な建設投資に期待
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3階×奥行き
11m

耐火建築促進法
=耐火構造の義務
を負う範囲に助
成

公営住宅による防火帯を引き継ぐ

中心商店街の不燃化

建築費の差額の
半分までを補助

四番町アパート

住吉町アパート

三番町第二アパート

羽衣第一アパート

1952年〜60年代 紺屋町・呉服町・
七間町の周辺に
防火建築帯を指定
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静岡市消防統計書（1949年度）
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1949年度の火災統計

第2分団、第3分団、
第4分団の数字（37回）
→市全体の3割

確かに優先性は高い？

駒形通は「手始め」に
（早期に）着工された
結果、形が残ったか？
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静岡市消防統計書（1950年度）

ただし、出火場所を
分団別に示したデータ
はこの2年度分のみ

→（未完成とはいえ）
防火帯としての公営
住宅が建設されたこと
の効果を測ることは
不可能。



まとめと今後の課題

1)旧静岡市中心部は大規模な火災にたびたび遭遇

2)1940年静岡大火発生当時は、国家レベルで火災（焼夷弾によ

る攻撃）に高い関心

3)可及的迅速な復興



まとめと今後の課題

4)一般に知られる耐火建築促進法（1952年）以前の防災都市計
画を旧静岡市を対象として概観、「防災（防火）都市計画」は
1952年以前まで遡れる。

5)戦災復興当時の建設省住宅局長は伊東五郎、静岡県建築課長

は匂坂弘美=両者は静岡大火（1940年）の復興時にも関与→彼ら

が増田市長に入れ知恵？

6)公営住宅による駒形-田町-番町一帯での防火帯建設を補完し
た、公庫融資耐火建築の分布や、区画整理に先行した建設の換
地設計への影響の有無？
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